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信楽自治振興会
〜神山・江田分会で事業始まる〜

　市の提案では、自治振興会の設立については、概ね小
学校区を単位としていますが、人口規模や隣接区との距
離などの地域事情から、当面は分会でスタートされる地
区もあります。
　今号では、分会としてスタートされた、信楽自治振興
会神山・江田分会をご紹介します。
　また同分会では、設立を待ちかねて各種事業も実施さ
れています。

信楽自治振興会神山・江田分会
北
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会長に聞きました
── �自治振興会設立に至った経過や

ご苦労されたことをお聞かせください
　市が提案された自治振興会によるまちづくりですが、
私たちが暮らす信楽小学校区は、信楽町の中心地に位置
し、信楽町の人口集中地でもあり、当初は、市の提案へ
の理解が深まらなかったという状態でした。
　特に同校区内には、５つの区があり、その内、一つの
区は、人口が 3,700 人を超える区で、市内でも一番大き
な自治区でもあることから、他の区との連携が難しいと
いうことが心配されました。さらには、その区を挟む４
つの区が一体的な活動できるかどうかなどからも、市案
による単位での組織化の協議に時間がかかりました。
　結果、市でも当区の地域事情を理解いただき、当地区
については、当面は３つの分会によるスタートすること
が認められました。
　その後、従来からのつながりが深かった神山区と江田
区では、大きな問題もなく、１月 22日に準備委員会を
設立、４月 27日には、信楽自治振興会神山・江田分会
が発足したところです。
── �既に事業も実施されているということですが

　当会では、既に自治振興会事業が始まっています。

　これまで神山
区で実施されて
きた鶏鳴八滝事
業でも、今年度
の自治振興会設
立に併せ、新た
な事業として、フォトコンテストにも取り組みます。審
査は、両区民で行い、今までは隣の区の自然という意識
を、両区民が守る鶏鳴の滝へと意識の変革にもつなげ、
さらには、人と人のつながりも深めてまいります。
江田区でも、自治振興会設立に併せ、30代から 50代の
方が、遊休地を活用した農業体験事業をスタートさせま
した。
　この事業は、神山区・江田区の子どもたちに農業を知
ってもらうとともに、遊休農地を減らそうと取り組んで
いるものです。
　秋には両区の子どもが集まっての収穫祭や両区で行わ
れるイベントの食材に活用される予定です。
　また、自治振興会による広域的な取り組みで期待が高
まる地域防災事業も進んでいます。
　安全防災部会では、分会内の４箇所に防災ベンチを整
備することを決定、７月９日に部員自らによる工事も行
われたところです。
　設立後、４ヶ月が経過、これからも無理をせず、着実
なまちづくりを展開してまいります。
── �神山・江田分会のＰＲをどうぞ

　以前から、つながりの深かさが両区の強みです。
　神山の深山からの水が江田区の田畑を潤い、春祭りで
は、お互いの御輿が両区を練り歩いていたようです。
　最近、一部では、人づきあいの希薄化も進みつつあり
ますが、今回の自治振興会設立をきっかけに、昔のよう
なつながりが復活できるのではと、地域からも期待が寄
せられています。
　神山・江田分会では、あわてず、ゆっくりと地域に根
付く“絆”を育ててまいります。

遊休農地を活用、子どもらの農作業体験
事業や防災ベンチ設置事業など動き出す
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